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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 10月 12日 (2005.10.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 少 な く と も 、 １ 種 以 上 の 樹 脂 粒 子 と 着 色 剤 粒 子 と を 用 い て 水 系 媒 体 中 で 造 粒 し て 成 る

で あ っ て 、
　 上 記 樹 脂 粒 子 の 少 な く と も １ 種 は 架 橋 樹 脂 微 粒 子 を 含 ん で お り 、 該 架 橋 樹 脂 微 粒 子 の 粒
子 径 が ４ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ で あ る 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 架 橋 樹 脂 微 粒 子 の Ｔ ｇ が ５ ０ ℃ 以 下 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 樹 脂 粒 子 が 、 上 記 架 橋 樹 脂 微 粒 子 か ら 成 る コ ア 層 と 、 該 コ ア 層 を 覆 う １ 層 以 上 の 被
覆 層 か ら 成 る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 樹 脂 粒 子 が 、 上 記 架 橋 樹 脂 微 粒 子 の み か ら 成 る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 。
【 請 求 項 ５ 】
　 少 な く と も 、 １ 種 以 上 の 樹 脂 粒 子 か ら 成 る 結 着 剤 樹 脂 と 着 色 剤 粒 子 と を 用 い て 水 系 媒 体
中 で 造 粒 し て 成 る ト ナ ー で あ っ て 、
　 上 記 樹 脂 粒 子 の 少 な く と も １ 種 は 架 橋 樹 脂 微 粒 子 を 含 ん で お り 、 該 架 橋 樹 脂 微 粒 子 の 粒
子 径 が ４ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ で あ り 、 か つ 該 架 橋 樹 脂 微 粒 子 の 上 記 結 着 剤 樹 脂 中 の 含 有 量 が １
～ ２ ０ 重 量 ％ で あ る ト ナ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 少 な く と も 、 １ 種 以 上 の 樹 脂 粒 子 と 着 色 剤 粒 子 と を 用 い て 水 系 媒 体 中 で 造 粒 す る ト ナ ー
の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 樹 脂 粒 子 の 少 な く と も １ 種 が 架 橋 樹 脂 微 粒 子 を 含 ん で お り 、 該 架 橋 樹 脂 微 粒 子 を 乳
化 重 合 に よ り 形 成 す る ト ナ ー の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 の 少 な く と も １ 種 の 樹 脂 粒 子 が 、 上 記 架 橋 樹 脂 微 粒 子 か ら 成 る コ ア 層 と 、 該 コ ア 層
を 覆 う １ 層 以 上 の 被 覆 層 か ら 成 り 、 該 少 な く と も １ 種 の 樹 脂 粒 子 を 多 段 階 重 合 に よ り 形 成
す る 請 求 項 ６ 記 載 の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 樹 脂 粒 子 が 、 上 記 架 橋 樹 脂 微 粒 子 の み か ら 成 る 第 １ の 樹 脂 粒 子 と 、 架 橋 樹 脂 粒 子 を
含 ま な い 第 ２ の 樹 脂 粒 子 を 含 ん で お り 、 少 な く と も 、 第 １ の 樹 脂 粒 子 と 、 第 ２ の 樹 脂 粒 子
と 、 上 記 着 色 剤 粒 子 と を 水 系 媒 体 中 で 凝 集 及 び 融 着 す る 請 求 項 ６ 記 載 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 第 ２ の 樹 脂 粒 子 が 、 コ ア 層 と 、 該 コ ア 層 を 覆 う １ 層 以 上 の 被 覆 層 か ら 成 る 請 求 項 ８
記 載 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 少 な く と も 、 上 記 架 橋 樹 脂 微 粒 子 と 、 上 記 着 色 剤 粒 子 と 、 重 合 性 単 量 体 と を 含 む 重 合 性
組 成 物 を 、 水 系 媒 体 中 に 分 散 さ せ て 懸 濁 重 合 を 行 い 造 粒 す る 請 求 項 ６ 記 載 の 製 造
方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 ト ナ ー な ら び に そ の 製 造 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し 、 低 温 定 着 が 可 能 で 優 れ た ト ナ ー 特 性 を 与 え る

そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 、 少 な く と も 、 １ 種 以 上 の 樹 脂 粒 子 と 着 色
剤 粒 子 と を 用 い て 水 系 媒 体 中 で 造 粒 し て 成 る 、 上 記 樹 脂 粒 子 の 少 な く と も
１ 種 は 架 橋 樹 脂 微 粒 子 を 含 ん で お り 、 該 架 橋 樹 脂 微 粒 子 の 粒 子 径 が ４ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ で あ
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 架 橋 樹 脂 微 粒 子 を 含 ん で い る の で 、 結 着 樹 脂 を 構 成 す る 樹 脂 成 分 の 分
子 量 を 小 さ く し た 場 合 に お い て も 、 結 着 樹 脂 に 弾 性 を 付 与 す る こ と が 可 能 と な る 。 さ ら に
、 架 橋 樹 脂 微 粒 子 の 粒 子 径 は ４ ０ ～ ２ ０ ０ ｎ ｍ の 小 径 で あ る の で 、 水 系 媒 体 中 で 造 粒 す る
こ と に よ り 、 ト ナ ー 中 に 架 橋 樹 脂 微 粒 子 を 均 一 に 分 散 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、
低 温 定 着 を 可 能 と し な が ら 、 耐 オ フ セ ッ ト 性 や 耐 破 砕 性 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の に は 、 架 橋 樹 脂 粒 子 の Ｔ ｇ が ５ ０ ℃ 以 下 で あ る も の を 用 い る こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の に は 、 架 橋 樹 脂 微 粒 子 か ら 成 る コ ア 層 と 、 そ の コ ア 層 を 覆 う １ 層
以 上 の 被 覆 層 か ら 成 る も の を 用 い る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の に は 、 架 橋 樹 脂 微 粒 子 の み か ら 成 る も の を 用 い る こ と も で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の に 用 い る 架 橋 樹 脂 微 粒 子 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 ポ リ
エ ス テ ル 系 樹 脂 、 ス チ レ ン － ア ク リ ル 系 樹 脂 、 ポ リ ウ レ タ ン 系 樹 脂 、 お よ び そ れ ら の グ ラ
フ ト 樹 脂 お よ び ブ ロ ッ ク 樹 脂 な ど を 挙 げ る こ と が で き る が 、 こ の 中 で も 結 着 樹 脂 と の 親 和
性 の 高 い ス チ レ ン － ア ク リ ル 系 の 樹 脂 が 好 ま し い 。 ス チ レ ン － ア ク リ ル 系 の 架 橋 樹 脂 微 粒
子 の 製 造 方 法 と し て は 、 懸 濁 重 合 法 、 乳 化 重 合 法 、 乳 化 分 散 法 、 粉 砕 法 、 ス プ レ ー ド ラ イ
法 な ど が 挙 げ ら れ 、 こ の な か で も 均 一 で か つ 小 粒 径 な 微 粒 子 を 製 造 可 能 な 乳 化 重 合 法 に よ
る も の が 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ＜ 荷 電 制 御 剤 ＞
　 帯 電 制 御 剤 と し て は 、 公 知 の 任 意 の も の を 単 独 な い し は 併 用 し て 用 い る こ と が で き る 。
カ ラ ー ト ナ ー 適 応 性 （ 帯 電 制 御 剤 自 体 が 無 色 な い し は 淡 色 で ト ナ ー へ の 色 調 障 害 が な い こ
と ） を 勘 案 す る と 、 正 荷 電 性 と し て は 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 化 合 物 が 、 負 荷 電 性 と し て は サ
リ チ ル 酸 も し く は ア ル キ ル サ リ チ ル 酸 の ク ロ ム 、 亜 鉛 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 と の 金 属 塩 、 金 属
錯 体 や 、 ベ ン ジ ル 酸 の 金 属 塩 、 金 属 錯 体 、 ア ミ ド 化 合 物 、 フ ェ ノ ー ル 化 合 物 、 ナ フ ト ー ル
化 合 物 、 フ ェ ノ ー ル ア ミ ド 化 合 物 等 が 好 ま し い 。 例 え ば こ れ ら の 帯 電 制 御 剤 を 乳 化 剤 等 を
用 い て 乳 化 分 散 液 、 上 記 の 着 色 剤 や ワ ッ ク ス と 同 様 の 手 法 で ト ナ ー 中 に 含 有 さ せ る こ
と が で き る 。 乳 化 剤 （ 界 面 活 性 剤 ） と し て は 、 例 え ば 上 記 の よ う な も の が 用 い ら れ る 。 こ
れ ら の 中 で ア ニ オ ン 系 及 び ／ 又 は ノ ニ オ ン 系 界 面 活 性 剤 が 好 ま し い 。 こ れ ら を 用 い た 場 合
、 帯 電 制 御 剤 が 付 着 し や す く 、 得 ら れ る ト ナ ー の 帯 電 性 及 び 帯 電 安 定 性 が 良 好 と な る 。
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【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 ト ナ ー の 製 造 に は 、 ト ナ ー 用 樹 脂 粒 子 と 着 色 剤 等 を 湿 式 造 粒 で き る 、 懸 濁 重 合 法 や 乳 化
重 合 会 合 法 を 用 い る こ と が で き る 。 懸 濁 重 合 法 は 、 重 合 性 単 量 体 、 重 合 開 始 剤 及 び 着 色 剤
等 を 成 分 と す る 単 量 体 組 成 物 を 分 散 媒 体 中 に 懸 濁 さ せ た 状 態 で 重 合 す る こ と に よ り ト ナ ー
を 製 造 す る 。 一 方 、 乳 化 重 合 会 合 法 は 、 ま ず 重 合 性 単 量 体 を 乳 化 重 合 す る こ と に よ り 樹 脂
粒 子 を 調 製 し 、 次 い で 得 ら れ た 樹 脂 粒 子 と 着 色 剤 等 を 凝 集 ・ 融 着 さ せ て ト ナ ー を 製 造 す る
。
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